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~これからの生駒市のまちづくり~

生駒市長 小紫 雅史
こむらさき まさし

令和元年9月14日
第5回 地域フォーラム

1

「生駒市発展ビジョン」
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今日お話したいこと

Ⅰ ５つのキーワード

Ⅱ 具体的な取組
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Ⅰ ５つのキーワード
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１．自治体3.0のまちづくり
自治体2.0 自治体3.0

市民との関係
・市民＝お客様
・行政主導

・市民と共に汗をかく
・協創

基本目的 差別化 価値創造

コンセプト
・ニーズに応える行政
・民間企業に負けない！
・「市民満足」の追求

・まちを楽しむ！
・みんなの課題はみんな
で解決！

ターゲット ・市外の人を呼び込む！
・市内在住者の満足度↑
・(結果として)転入増
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Community

地域社会

２．ワーク･ライフ･コミュニティ の融合
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生駒市の定住意向率:84.7％
5



ＩＫＯＭＡ ＣＩＴＹ

みんなで創る、日本一楽しくて住みやすいまち「いこま」

３．「12万人総親和」(Inclusive)のまちづくり

生駒市民12万人が各々の違いを多様性として認め合い、自然な形で
融和し、頼り合うことが当たり前の社会、安心して楽しく過ごせる
まちを目指す

４．生駒市の強みや特性を最大限に生かして稼ぐ

・事務事業の見直しなど徹底したコスト削減

・市民・商工会議所・事業者等とともに住宅都市いこまの強みや特性
（自然・伝統、先端技術、退職者や主婦のスキル、市民力など）を
生かしたまちの活性化
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５．最先端技術と自然･歴史･芸術をつなげる

• AI、ICT、ロボット、バイオなどの最先端技術と、
全国屈指の豊かな自然・伝統文化・芸術が融合する
いこまの特性を最大限に生かしたまちづくり

• 2025年大阪万博を活かし、世界的にも大きな注目を
集める地域を創る
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Ⅱ 具体的な取組
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１．学研高山地区第2工区

・先端技術(ICT、AI)などと伝統工芸、歴史の融合

・大阪万博などの大きな社会変化を見据え、まちづくり

の新たな検討組織を立ち上げる

・世界中から最先端の研究者が働き、

居住する国際的な注目を集めるまちづくり
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２．100の複合型コミュニティづくり

地域コミュニティの場
市民

農業者

農産物の
移動販売新鮮野菜・米

公園の緑地・花などに
活用

●生ごみを堆肥化
●もったいない食器市
●フリーマーケット
●家で余った食料

余った食料、本
食器、生ごみ
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●百歳体操 ●地域サロン

●託児
●コワーキング
●音楽、文化、スポーツ、本
●出前講座

●地域Café（認知症）
●子ども食堂堆肥

フードドライブ

最大の移動支援を市民・事業者による運営で実現！

環境・3R

買物支援

コミュニケーション

健康

子育て文化
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VisionからActionへ

市制50周年から次の50年

を見据え市民とともに取り組みます！
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